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・はじめに 

 こんにちは。台湾に来てから３ヶ月が経ちました。５月に入って、台湾は暑くなる日が増

え、街中では日傘を差している人を多く見かけます。５月は 35 度を上回る猛暑日が 12 日

間あり、これは 1896年に観測所が置かれて以来観測史上最多の記録だったそうです。12日

間のうち、5/18、5/27、5/29の３日間は 37度超だったと知り、台湾は５月でもこんなに暑

いのかと驚きました。今年の暑さは異常だったそうです。今月の報告書では授業や休日の過

ごし方、台湾での発見について報告しようと思います。 

 

・授業 

 夜間の中国語の授業では、自国の料理紹介と行く価値があるおすすめの旅行先について

の２回の中国語でのプレゼンテーションがありました。中国語の授業は最初のクラス分け

テストでクラス分けされどのクラスの授業を受けるか決まります。私の受けている中国語

初級２のクラスは大半が日本人で、その他にスペイン人留学生とイタリア人留学生が受講

しています。中国語でプレゼンテーションをするのはこの時が初めての体験でした。料理紹

介では料理の説明と作り方について説明するのですが、今まで学習してきた単語やフレー

ズ、文法などを使って説明することができ良かったです。それぞれのプレゼンが終わるたび

に先生が難しい単語や重要な単語について説明してくれるのですが、その中で特に中国で

使われている表現と台湾で使われている表現が違うものがいくつかあり面白いなと感じま

した。テキストを通して台湾の食文化について学ぶことができましたが、プレゼンを通して

同じ日本でも地域によってさまざまな料理があることやヨーロッパの有名な料理について

知ることができました。おすすめの旅行先についてのプレゼンテーションでも同じように、

日本各地の観光スポットに加えて、上海、オーストラリア、スペインなど海外の文化や行事

についても知ることができ、プレゼンは良い機会になったと思います。普段の生活では中国

語を話す機会があまり無いため、プレゼンを通して中国語を話す能力を少し身につけられ

たのではないかと思います。 

 次に、Human Resource Management の授業では、

5/30 に大学内でそれぞれの会社が作った製品を販売す

る販売イベントがありました。HRM の授業では、授業

内で会社を立ち上げ、従業員を集め、製品を考え、オン

ラインとオフラインで販売するという実践的なことが

行われています。この日は、最後の段階であるイベント

でのオフライン販売が行われました。私が所属した会

社ではデザインを考え人気のインスタグラマーライタ



ーとコラボレーションして作ったマスキングテープや

ノートを販売しました。商品が気になって立ち寄って

買ってくれるお客さんが多くいて嬉しく感じました。

販売イベントを通して、実際にお店側の立場になり接

客したり、商品の宣伝をしたりするので学ぶことが多

くあるのではないかと思いました。この日以外でも輔

仁大学では販売イベントを行っているのをよく見かけ

ます。例えば、ジェラートやいちごなどのフードの販売や、石けんなどの商品の販売です。

服飾学科の学生がジャンパーやジーパンなどの衣服を販売しているのも見かけました。学

内には食品科の生徒が運営するソフトクリーム屋やホテル系を学ぶ学生のレストランなど

もあり、学生が企画・運営して経営やチームワークを学ぶ場が整っているなと感じました。 

 

・休日の過ごし方 

 週末になると台北や台北近郊に出かけて、歩くことが

多いです。５月はレンガ造りの建物などが並ぶ老街とい

う古い町並みがあるところに２、３か所行き歩きまし

た。さまざまなところへ行きましたが、その中でも５月

初旬に台北から電車で 40 分の淡水に行った時に出くわ

した１年に１回の廟会というお祭りがとても派手で印

象的でした。廟会は年に何度かあるようですが、その日

の廟会は１年に１回の大きな廟会で盛大なものだったようで

す。神輿のようなものを乗せたトラックや、太鼓が連なり演奏す

る車、歩く巨大な人形、獅子舞のようなものなどが、絶えること

なく次々とやってきてとても不思議でした。一枚目の写真は淡

水駅の前のところなのですが、交通規制せずに車やバス、モータ

ーバイクが走る交通量の多いところで堂々とお祭りが行われて

いて面白かったです（笑）このお祭りで通るルートはとても広

く、淡水駅前だけではなく、ちょっと離れた淡水老街のほうまで

にもずっと続いています。淡水老街のほうでもこの祭りを見た

のですが、老街にあるお寺の前には人だかりができ、何をしているのか見てみると、立ち止

まって獅子舞を手で動かしてパフォーマンスしていて迫力がありました。祭りの途中には

爆竹の音が何回も響いて物凄く大きく、日本とは違う祭りの文化であるなと感じました。ま

た、信号待ちなどで列が途切れると、巨大な人形を被って歩いていた人たちが脱いで道端に

座って休憩していたのが台湾のお祭りらしいなと思いました。 

５月の報告は以上になります。来月は授業や生活、期末テスト、台湾での発見について報

告できればと考えています。 


